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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
町
政
を
担
う
重
責
を
お
預
か
り
し
て
以

来
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、就
任
時
に
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
「
伝
え
よ
う
！ 

地
域
の
絆
と
美
し
い
故
郷
を
」
を
胸
に
、
町
の
魅
力
を

再
確
認
し
、
未
来
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
今
庄
地
域
の
交
流
拠
点
「
Ｄ
51
ぽ
っ
ぽ
広

場
」
が
完
成
し
、ま
た
、９
月
に
は
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー

場
に
四
季
を
通
じ
て
自
然
を
満
喫
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
町
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
多
く
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
庄
宿
に
ご
ざ
い
ま
す
県
内
最
古
級
の
町

家
「
旧
京
藤
家
住
宅
」
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
さ
ら
に
国
指
定
史
跡
「
杣
山
城
跡
」
で
は
居
館
跡

や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
も
着
実
に
進
み
、
我
が
ま

ち
の
歴
史
文
化
遺
産
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
が
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
に
、
南
越
前
中
学
校
３
年
生
の
代
表
12
人

が
議
員
と
な
り
、
町
に
対
し
て
提
言
す
る
「
子
ど
も
議

会
」
の
開
催
や
世
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
各
小
学
校
に
招
い
て
「
夢
の
教
室
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
町
出
身
者
や
町

に
関
わ
り
の
あ
る
方
々
を
「
わ
が
ま
ち
応
援
団
」
と
し

て
任
命
し
、
ま
ち
の
活
力
向
上
へ
協
力
の
輪
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
開
幕
直
後
に
は
、
私
自
ら
が
「
今

庄
つ
る
し
柿
」
の
出
向
宣
伝
を
行
い
、
世
界
の
方
々
に

そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
花
は
す
や
越
前
水
仙
を
含
め
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡

大
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
町
内
の
間
伐
材
を
町
内
で
加
工
・
組
立

し
、
漁
礁
と
し
て
設
置
す
る
と
い
う
我
が
ま
ち
な
ら
で

は
の
林
業
と
漁
業
の
産
業
間
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
新
し
く
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
一
年
間
の
取
組
み
は
、
地
域
の
誇
り
を
高

め
、
町
の
未
来
を
切
り
拓
く
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
成
長
へ
の
確
か
な
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
土
台
に
「
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
具
現
化
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
人
口
減
少

や
災
害
へ
の
備
え
、
子
育
て
政
策
、
地
域
医
療
体
制
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
未
来
へ
の
扉
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
町
に
は
、
キ
ラ
リ
と
光
る
素
材
が
数
多
く
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
次
の
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
を
見
直
し
、「
本

当
に
こ
れ
で
良
い
の
か
」
を
問
い
続
け
な
が
ら
、
新
し

い
挑
戦
を
恐
れ
ず
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
美
し
い

故
郷
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
８
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健

や
か
で
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

南
越
前
町
長

仲
倉
　
典
克
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新
し
い
年
、
令
和
８
年
の
幕
開
け
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
と
と
も
に
穏
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
町
政
並
び
に
町
議
会
へ
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
議
会
を
代
表
し
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
南
越
前
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
産
業
の
変
化
、
公
共
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
更
新
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の

備
え
、
地
域
交
通
・
医
療
・
福
祉
の
確
保
と
い
っ
た

課
題
も
、
町
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
一
層
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お
い
て
は
、
子
育
て
環
境
の

充
実
、
移
住
定
住
の
促
進
、
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
、

未
来
を
見
据
え
た
多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
議
会
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
施
策
が
着
実
に
実

を
結
ぶ
よ
う
不
断
の
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
町
議
会
の
改
選
年
と
な
り
ま
す
。

議
会
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
、
町
の
意
思

決
定
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
う
機
関
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
責
務
の
重

さ
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
よ
り
透
明
で
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
を
進
め
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
、
町
議
会
で
は
新
た
に
「
南
越
前

町
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

条
例
は
、
議
会
の
役
割
や
目
的
を
明
確
に
し
、
町
民

参
加
の
促
進
、
議
会
活
動
の
透
明
性
向
上
、
政
策
形

成
機
能
の
強
化
な
ど
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

“
議
会
運
営
の
憲
法
”
と
も
い
え
る
重
要
な
柱
で
す
。

制
定
に
あ
た
り
、
丁
寧
に
議
論
を
重
ね
、
町
議
会
の

将
来
を
見
据
え
た
指
針
と
し
て
整
え
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、よ
り
開
か
れ
た
、

町
民
に
寄
り
添
う
議
会
活
動
を
一
層
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
政
は
新
た
な
段
階
に
入
り
、
行
政
と
議
会
が
相

互
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
健
全
で
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
安
心
と
豊
か

さ
を
守
る
た
め
、
議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
監
視

と
提
言
の
機
能
を
発
揮
し
、
地
域
の
声
を
未
来
に
つ

な
ぐ
議
論
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

で
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
議
員
一
同
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

南
越
前
町
議
会
議
長

熊
谷
　
良
彦



南越前町わがまち応援団 始動‼
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　南越前町では、町にゆかりがあり、さまざまな分野の第一線で活躍されている方々を「わがまち応援団」の
アンバサダー（団員）として任命し、町の魅力を町内外に発信していただき、町の知名度向上、イメージアッ
プを図っていきます。

12 月２日（火） 任命式開催
　アンバサダー候補者の 8 名を代表して、伏谷 博之さん（写真右）、
竹中 直純さん（写真左）の２名にご出席をいただき、任命式を開催し
ました。

任命式での意気込み
●�外国人など世界からの目線で南越前町を見て、価値ある物を見出し

ていきたい。（伏谷さん：写真右）
●�「南越前町が自分の生活の一部になった」という思いで活動していき

たい。（竹中さん：写真左）

南越前町わがまち応援団アンバサダー

進士 五十八（しんじ いそや）

●福井県政策アドバイザー
●福井県里山里海湖研究所 所長

松田 邦紀（まつだ くにのり）
●フクビ化学工業株式会社顧問
● Plus W 株式会社顧問
●前駐ウクライナ特命全権大使

青木 千佳（あおき ちか）
●オリンピックフェンシング元日本代表選手

羽田野 直子（はたの なおこ）
●一般社団法人 日本放送作家協会監事
●福井県立恐竜博物館運営協議会委員
●福井県立こども歴史文化館運営協議会委員

伏谷 博之（ふしたに ひろゆき）
● ORIGINAL Inc. 代表取締役
●タイムアウト東京代表

土田 ヒロミ（つちだ ひろみ）
●文化芸術写真家

竹中 直純（たけなか なおずみ）
●デジタルハリウッド大学教授
●株式会社ディジティ・ミニミ代表取締役

橋本 聖子（はしもと せいこ）
●参議院議員
●公益財団法人 日本オリンピック委員会会長

■問合せ　観光まちづくり課　☎ 0778－47－8013

（敬称略）【12 月２日時点】

PR活動などで
活用いただく 
名刺と名刺入れ

南越前町ホームページ
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物価高対応子育て応援手当のご案内
　国の新たな総合経済対策の一環として、児童１人あたり２万円の「物価高対応子育て応援手当」を支給し
ます。支給対象者には１月中に案内通知を送付します。

支 給 額	 児童１人あたり２万円
支給対象	 児童手当支給対象児童（平成 19年４月２日～令和８年３月 31日生まれ）を養育する父母等
	 ①�令和７年９月分（令和７年９月出生の児童は、令和７年 10月分）の児童手当を本町から受給

した方
	 ②令和７年 10月１日以降に出生した児童分の児童手当の申請を本町で行った方
	 ③令和７年 9月 30日時点で児童手当を受給しており、本町に住民登録がある公務員
	 ④�令和７年 10月１日以降に出生した児童分の児童手当の申請を行った時点で本町に住民登録

がある公務員
	 ⑤令和７年 10月１日以降に、離婚等により本町の児童手当の受給者となった方
申請について	 ・南越前町から児童手当を受けている方は、原則申請は不要です。
	 ・�児童手当を勤務先で受けている公務員は、申請が必要です。対象となる可能性がある方には、	

１月中に案内通知を送付しますので内容確認の上、申請してください。（勤務先の証明が必要です。）
	 申請期限：令和８年３月 31日（火）
	 �（住所変更などやむを得ない理由により申請期限を過ぎる場合は、町民税務課までお問い合わ

せください）
支給時期	 ・申請が不要な方：令和８年２月中を予定
	 ・�申請が必要な方：申請月の翌月末日までに支給

■問合せ　町民税務課　☎ 0778－47－8015

　11月 22日（土）、旧京藤家住宅が国の重要文化財（建造物）に指定
されたことを記念した式典が昭和会館で開催されました。式典では、
文化庁文化財第二課文化財調査官 村上玲奈 氏から仲倉町長に指定
書が手渡されました。式典に引き続き、立命館大学教授 大場修 氏
による記念講演会が行われ、旧京藤家住宅の特徴や重要文化財とし
ての価値について講演がありました。また、旧京藤家住宅での現地
説明会も開催され、参加した方々は歴史と趣ある建物に見入ってい
ました。

（特　徴）　旧京藤家住宅は、江戸時代に宿場町として栄えた今庄宿
の中核となる建物の一つで、県内最古級の町家として評価されまし
た。町内での重要文化財（建造物）は、平成 27年の中村家住宅（河野）
に続き、２件目の指定となりました。

（公開日）　毎週金曜・土曜・日曜・祝日 午前 10時から午後 4時まで
　　　　　（※年末から 3月上旬までの冬期間は非公開）
　　　　　右記を読み取り室内の様子を確認することができます。
■問合せ　教育委員会事務局　☎ 0778－47－8005

旧京藤家住宅重要文化財指定記念式典  開催

旧京藤家住宅
360 度 VR パノラマ
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高
校
生
科
学
作
文

コ
ン
ク
ー
ル 

入
賞

　
日
本
科
学
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
が
主
催
す
る
高
校
生

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
37
点

の
作
品
の
中
か
ら
、優
秀
作
品
３
点
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞 「
情
報
の
海
の
な
か
で
」

福
井
南
高
等
学
校　
２
年

　
世
継　
真
奈
美 

さ
ん（
西
大
道
）

受
賞
の
声

　
こ
れ
ま
で
、
探
究
活
動
の
一
環
で
、
原
子
力
発
電
所
の
廃
止

措
置
の
際
に
生
じ
る
人
体
に
影
響
が
出
な
い
と
国
か
ら
認
定
を

受
け
た
廃
棄
物（
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
金
属
）に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ

を
素
材
に
し
た
製
品
の
ア
イ
デ
ア
や
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
き
ま

し
た
。

　
作
品
は
、
日
ご
ろ
の
探
究
活
動
で
感
じ

た
こ
と
や
自
身
の
考
え
や
経
験
を
織
り
交

ぜ
、
物
事
を
自
ら
考
え
て
判
断
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
作
品
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
は
、
先
生
や
同
じ
ゼ
ミ
仲
間
と
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
議
論
し
て
き
た
お
か
げ
で
す
。
今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
考
え
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
ン
プ
」の
開
催
や
原
子
力
に

興
味
や
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

作品を読むこと
ができます

Ｄ
51
に
乘の

り
て
嫁と
つ

ぎ
し
蓮は
す

の
里さ
と�

吉
田
と
み
子
（
越
前
市
）

花
は
す
大
賞

■
問
合
せ　
観
光
ま
ち
づ
く
り
課　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
０
２

南
越
前
町
長
賞

盛せ
い
す
い衰
を
秘ひ

め
て
蝉せ

み

鳴な

く
燧ひ

う
ち

城じ
ょ
う　

�

馬
場
　
春
之
（
越
前
市
）

南
越
前
町
議
会
議
長
賞

越え
つ

に
散ち

る
勾こ

う

当と
う
ぎ
ょ
く
じ
ょ

玉
女
池い

け

に
映は

ゆ�

松
下
　
　
弘
（
福
井
市
）

福
井
新
聞
社
賞

切き
り
ば
な花
の
蓮は

す

を
頂い

た
だ

き
直ち

ょ
っ

帰き

か
な�

石
田
　
秋
桜
（
大
野
市
）

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞

古こ

刹さ
つ

よ
り
七し

ち
ふ
く
じ
ん

福
神
の
踊お

ど

り
出で

る�

谷
口
　
錦
子
（
越
前
市
）

福
井
テ
レ
ビ
賞

あ
か
と
き
の
水み

ず

を
覚さ

ま
し
て
蓮は

す

を
切き

る�

伊
藤
　
秀
雄
（
福
井
市
）

南
越
前
町
観
光
連
盟
賞

望ぼ
う
き
ょ
う郷
の
同は

ら
か
ら胞
に
吹ふ

け
蓮は

す

田だ

風か
ぜ�

近
藤
日
出
子
（
上
平
吹
）

南
越
前
町
商
工
会
長
賞

新し
ん
ぼ
ん盆
の
花は

な

は
す
送お

く

る
新し

ん
か
ん
せ
ん

幹
線�

四
本
木
　
正
（
鯖
江
市
）

南
越
前
町
文
化
協
議
会
長
賞

秘ひ

め
事ご

と

の
一ひ

と

つ
や
二ふ

た

つ
蓮は

す

ひ
ら
く�

大
森
　
弘
美
（
鯖
江
市
）

第第
3333
回回  

は
す
ま
つ
り
投
句
会

は
す
ま
つ
り
投
句
会  

入
賞
作
品

入
賞
作
品

　
11
月
10
日（
月
）、
役
場
別
館
に
て
第
33
回
は
す
ま

つ
り
投
句
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
す
ま
つ
り
の
開
催
時
期
に
合
わ
せ
、
花
は
す
公
園
内

に
投
句
箱
を
設
け
、「
花
は
す
」ま
た
は「
南
越
前
町
の
史
跡・

名
勝
」を
題
材
と
し
た
俳
句
を
募
集
し
た
結
果
、
県
内
外

か
ら
４
１
０
句
の
投
句
が
あ
り
、
小
山
柴
門
氏 

他
４
名
の

選
者
に
よ
り
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

南
越
前
町
若
手
職
員
に

よ
る
政
策
提
案 

表
彰
式

　
南
越
前
町
役

場
で
は
、
職
員

の
意
識
改
革
や

企
画
力
向
上
を

図
り
、
行
政
運

営
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
役

立
て
よ
う
と
若

手
職
員
に
よ
る

政
策
提
案
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
は
全
16

提
案
、
46
名
の
若
手
職
員
か
ら
出
さ

れ
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
５
つ
の
提

案
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
各
担

当
部
局
お
い
て
事
業
化
・
実
施
に
向

け
て
調
整
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

最
優
秀
賞

【
提
案
名
】

　

�『
対
象
者
を
限
定
し
な
い「
集
い
の

場
」か
ら「
活
躍
で
き
る
場
」へ　
～

誰
も
が
誰
か
の
役
に
立
て
る
ま
ち

の
つ
な
が
り
を
目
指
し
て
～
』

【
提
案
者
】（
敬
称
略
）

保
健
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師　
　
　
利
根　
遥
加

　
社
会
福
祉
士　
澁
谷　
早
絵
子

表彰を受けた若手職員と審査委員
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12
月
５
日
か
ら
12
日
を
会
期
に
、
町
議
会
定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
20
議
案

が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
６
年
度

南
越
前
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
水
道
事
業
会
計
決
算
及

び
下
水
道
事
業
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

▪
令
和
７
年
度
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
県
単
林
道
事
業
な
ど
で
、
６
４
０
万
２
千
円
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
、２
０
８
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
０
９
億
３
、４
０
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
】

▪
が
ん
ば
れ
特
産
産
地
！
小
さ
な
農
業
応
援
事
業
補
助
金

�

１
１
９
万
円

▪「
私
の
地
元
応
援
募
金
」に
よ
る
寄
付
金�

２
２
万
２
千
円

▪
純
繰
越
金�

１
億
７
、３
１
７
万
１
千
円

【
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
】

▪
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
南
条
休
憩
所
結
露
対
策
事
業

�
 

２
０
０
万
２
千
円

▪
自
立
支
援
給
付
費�

２
、７
６
３
万
８
千
円

▪
新
ご
当
地
グ
ル
メ
販
売
奨
励
事
業
交
付
金�

１
５
０
万
円

▪
が
ん
ば
れ
特
産
産
地
！
小
さ
な
農
業
応
援
事
業�

１
１
９
万
円

▪
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
文
化
芸
術
活
動
全
国
大
会
等
出
場
補
助
金

�

６
８
万
１
千
円

▪
水
道
事
業
会
計
補
助
金�

３
、８
５
８
万
５
千
円

▪
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金�

５
、９
０
９
万
７
千
円

▪
職
員
人
件
費�

４
、２
７
０
万
９
千
円

■�

特
別
会
計
補
正
予
算

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
５
特
別
会
計
で
計

７
４
１
万
７
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
５
特
別
会
計
の
予

算
総
額
を
、
３
１
億
９
、３
１
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
企
業
会
計
補
正
予
算

　
水
道
事
業
会
計
な
ど
２
企
業
会
計
で
計
１
、０
１
０
万
円
を

増
額
し
、２
企
業
会
計
の
予
算
総
額
を
２
１
億
５
６
０
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
関
係
す
る

条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■�

南
越
前
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
規
定
に
よ
り
、
本
町
に
お
け
る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
を
定
め
ま
し
た
。

■�

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
令
和
６
年
度　
甲
楽
城
漁
港
北
防
波
堤
嵩
上
工
事
に
つ
い

て
、
３
７
６
万
円
増
額
し
、
１
億
６
、７
０
０
万
円
で
契
約
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、０
２
３
万
８
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
０
９
億
７
、４
３
１
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
】

▪
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
補
助
金�

２
、７
０
２
万
３
千
円

▪
県
知
事
選
挙
委
託
金�

１
、３
２
１
万
５
千
円

【
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
】

▪
県
知
事
選
挙
事
務
費�

１
、３
２
１
万
５
千
円

▪
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業�

２
、７
０
２
万
３
千
円

■�

南
越
前
町
教
育
委
員
の
任
命

　
次
の
方
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
向
瀨　
浩
一 

氏（
糠
）

■�

南
越
前
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

■�

南
越
前
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

　
議
員
発
議
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、議
会
だ
よ
り（
２
月
25
日
発
行
予
定
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
報
告

　
次
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

▪
第
３
期
東
大
道
団
地
宅
地
造
成
工
事
変
更
契
約
に
つ
い
て

▪�

第
３
期
東
大
道
団
地
上
下
水
道
管
布
設
工
事
変
更
契
約
に

つ
い
て

【
一
般
質
問
】

○
山
本　
優 

議
員

▪
町
の
人
口
・
産
業
の
実
情
と
結
婚
・
子
育
て
の
支
援
策
に
つ
い
て

○
高
谷　
直
樹 

議
員

▪
鉄
道
遺
産
を
生
か
し
た
観
光
連
携
に
つ
い
て

▪「
特
定
空
き
家
」「
管
理
不
全
空
き
家
」に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

○
山
本　
徹
郎 

議
員

▪
町
内
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

○
加
藤　
伊
平 

議
員

▪
史
跡　
杣
山
城
登
山
道
に
つ
い
て

■�

南
越
前
町
印
鑑
条
例
及
び
南
越
前
町
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
印
鑑
登
録
に
関
す
る
業
務
に
お
い
て
、
国
の
定
め
る
標
準
準
拠

シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
う
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
南
越
前
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
給
与
月
額
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合

等
を
改
正
し
ま
し
た
。

■�
南
越
前
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
南
越
前
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
に
改
正
し
ま
し
た
。

■�

南
越
前
町
営
駐
車
場
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
南
条
駅
第
２
駐
車
場
の
一
部
を
無
償
化
す
る
た
め
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

■�

南
越
前
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及

び
南
越
前
町
今
庄
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
等

　
南
越
前
町
今
庄
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
及
び
堺
東
地
区
屋

内
体
育
館
の
用
途
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
等

を
行
い
ま
し
た
。

■�

南
越
前
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
本
町
に
お
け
る
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

■�

南
越
前
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

⓬
月
議
会
定
例
会

会計名 補正前の額 補正額 計

国民健康保険 1,121,926 31 1,121,957

国民健康保険
今庄診療所 323,536 5,390 328,926

河野診療所 84,110 523 84,633

老人保健施設 206,644 ▲640 206,004

介護保険 1,449,553 2,113 1,451,666

（企業会計）
水道事業 1,174,455 5,643 1,180,098

（企業会計）
下水道事業 921,051 4,457 925,508

（単位 : 千円）
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12
月
議
会
定
例
会
で
、
令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
、
7
の
特
別
会
計
お
よ
び
2
の
企
業
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
１
３
２
億
５
、７
３
７
万
４
千
円
、
歳
出
１
２
３
億
３
、５
０
７
万
２
千
円
、

歳
入
歳
出
差
引
は
９
億
２
、２
３
０
万
２
千
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
事
業
の
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
は
、
６
億
６
、７
２
７
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計収支決算
歳出 123億3,507万2千円歳入 132億5,737万4千円

【
歳
入
】
歳
入
全
体
の
決
算
額
は
、
前
年
度
比
18
億
５
、４
７
２
万
８
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
増
減
と
し
て
、
地
方
交
付
税
は
、
臨
時
経
済
対
策
等
に
よ
る
普
通
交

付
税
の
増
、
除
雪
経
費
の
増
加
に
伴
う
特
別
交
付
税
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
１
億
４
、７
８
９
万
２
千
円
の
増
、
国
庫
支
出
金
は
、
令
和
４
年
８
月
大

雨
に
よ
る
道
路
、
河
川
の
災
害
復
旧
負
担
金
や
体
験
農
園
整
備
事
業
な
ど
事

業
終
了
等
に
よ
り
３
億
９
、４
３
５
万
７
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
農
業
用
施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
補
助
金
が
事
業
終
了
等
に

伴
い
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
支
援
事
業
に
伴
う
鶏
舎
等
整

備
支
援
事
業
補
助
金
等
に
よ
り
１
５
億
９
、２
４
２
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】
歳
出
全
体
の
決
算
額
は
前
年
度
比
１
４
億
７
、５
０
４
万
２
千
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
増
減
と
し
て
、
人
件
費
は
人
事
院
勧
告
や
人
事
異
動
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
１
億
５
、８
９
３
万
５
千
円
の
増
、
扶
助
費
は
定
額
減
税
に
伴
う
調
整

給
付
金
な
ど
に
よ
り
９
、９
５
６
万
７
千
円
の
増
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
支
援
事
業
や
町
分
譲
地
整
備
事
業
、
漁
港
施
設
機
能
強
化
事

業
な
ど
に
よ
り
１
９
億
３
、１
８
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
は
令
和
４
年
８
月
大
雨
の
災
害
復
旧
事
業
の
終
了
等
に

よ
り
６
億
２
、２
９
８
万
３
千
円
の
減
、
維
持
補
修
費
は
除
雪
経
費
の
増
加
等

に
よ
り
２
億
３
、２
３
１
万
９
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

会計名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険 1,066,724 1,062,401 

国民健康保険
今 庄 診 療 所 272,492 271,493 

河 野 診 療 所 97,003 96,024 

農 業 者 労 働
災 害 共 済 825 715 

後期高齢者医療 184,109 184,015 

老人保健施設 198,982 197,983 

介 護 保 険 1,420,582 1,389,107 

（企業会計）
水 道 事 業
会 計

（収益的収入）
461,759

（資本的収入）
201,017

（収益的支出）
469,867

（資本的支出）
273,123

（企業会計）
下 水 道 事 業
会 計

（収益的収入）
636,761

（資本的収入）
147,755

（収益的支出）
645,444

（資本的支出）
281,196

特別会計収支決算 令和６年度 決算のポイント（一般会計）

実質収支
6億6,727万5千円

前年度実質収支
（純繰越金）

3億9,568万6千円

単年度収支
2億7,158万9千円＝－

歳入
132億5,737万4千円

歳出
123億3,507万2千円

歳入歳出差引額
9億2,230万2千円
うち翌年度に繰り越すべき財源
2億5,502万7千円

＝－

商工費
710,705千円
（5.8%）

（千円）

決
算
報
告

令
和
６
年
度
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■ 地方債発行額
■ 元金償還額
■ 地方債残高

804 679 704 975

5,858 5,936
6,293

5,842
6,627

【地方債の推移】（一般会計）

基金の状況

会計 基金名称 令和６年度末残高

一
般
会
計

財政調整基金 2,161,291
減債基金 743,675

特
定
目
的
基
金

青少年育成代継基金 100,000
ふるさと水と土保全基金 30,000
高齢者保健福祉基金 187,948
北前船主の館「右近家」基金 37

「京藤甚五郎家」施設維持基金 841
電源立地地域対策交付金事業維持基金 39,922
ふるさとこうの振興基金 70,248
昭和会館等施設維持基金 9,092
桝谷ダム保全基金 34,588
安全安心ネットワーク整備基金 928

会計 基金名称 令和６年度末残高

一
般
会
計

特
定
目
的
基
金

地域振興基金 976,867
鉢伏山周辺施設維持基金 8,689
森林環境譲与税基金 50,097
公共施設適正管理基金 596,851
道の駅南えちぜん山海里施設維持基金 43,905

計 5,054,979

（千円）

会計 基金名称 令和６年度末残高

特
別
会
計

国民健康保険基金 221,574
介護保険基金 202,541
農業者労働災害共済基金 13,527

計 437,642

町債（地方債）の状況

会　計
令和６年度

年度末残高 発行額
（借入額）

償還額（返済額）
元金 利子

一般会計 6,627,055 963,200 628,890 28,201

特別会計 国民健康保険今庄診療所特別会計 39,112 0 7,729 119
河野診療所特別会計 31,639 14,100 5,621 36

企業会計

水道事業会計 842,715 60,700 70,573 13,445
下水道事業会計（個別排水処理施設） 4,862 0 1,398 132
下水道事業会計（農業集落排水） 527,884 2,300 137,073 11,829
下水道事業会計（特定環境保全公共下水道） 195,865 33,400 38,776 3,287

計 8,269,132 1,073,700 890,060 57,049

（千円）

【基金の推移】（一般会計）
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　長野県で開催された、全国スポーツ推進委員研究協議会
において、町スポーツ推進委員の（写真左）坂川一彦さん（脇
本）と（写真右）河坂太志さん（河内）が推進委員として 30
年以上活動してきた功績が称えられ、感謝状の贈呈を受けま
した。二人は、「これからもスポーツを通じて地域に賑わいを
もたらしていきたい」と今後についての抱負を話されました。

地域でのスポーツ振興に尽力
令和７年全国スポーツ推進委員連合 感謝状　11月13日（木）

　11 月 21 日（金）から 24 日（月・振休）に石川県
で開催の日本卓球選手権大会に出場する、（写真左）長
谷川惠子さん（日野）の激励会が行われました。齋藤
教育長から激励を受け、長谷川さんは、「全国大会は
厳しい大会になるので万全の状態で臨み、一生懸命戦
いたい」と力強く抱負を語りました。

2025年日本卓球選手権大会（マスターズの部）
激励会　11月11日（火）

　10 月 17 日（金）に開催された、福井県中学校秋季
新人大会剣道競技男子団体戦において、南越前中学校
剣道部が見事優勝を果たしました。剣道部員７名が町
長室を訪問し結果を報告しました。仲倉町長は「皆さ
んの頑張りが次の世代の目標になります」と話し、剣
道部のさらなる活躍に期待を寄せていました。

　11 月 23 日（日・祝）に東京都で開催の JKJO 全日本ジ
ュニア空手道選手権大会に出場する、（写真左）田中ひか
りさん（栄）、加藤弘士郎さん（西大道）の激励会が行われ
ました。齋藤教育長から激励を受け、田中さんは「全力を
出して戦いたい」、加藤さんは「優勝を目指したい」と気
合いの入った表情で語り、大会での活躍を誓っていました。

文部科学大臣杯 第19回JKJO全日本ジュニア空手道選手権大会
激励会　11月11日（火）

剣道競技男子団体優勝！
第20回福井県中学校秋季新人大会 結果報告会　11月７日（金）

　今庄住民センターにおいて、男女ネットワーク団体会員の
交流と健康づくりを目的とした交流会が開催されました。交
流会では、「正しい姿勢と歩き方講座」と題し、健康運動指導
士の漆崎由美 氏による講話と実践的な体幹トレーニングが
行われました。会場は終始和やかな雰囲気の中、参加した会
員約 70 名は、楽しく体を動かしながら交流を深めていました。

正しい姿勢で若返り！
男女ネットワーク団体相互交流会　11月14日（金）

トップアスリートの経験を学ぶ
子ども未来創造事業　11月13日（木）

　町内の小学校高学年を対象に、元トップアスリートを招い
た教室が各学校で開催されました。湯尾小学校には、元女
子サッカー日本代表の川上直子さんが訪れ、授業を行いま
した。川上さんは、日本代表のユニフォームを着ることを夢
にして、辛い練習や怪我を乗り越えてきた経験を話し、児
童に夢を持ち挑戦を続けることの大切さを伝えていました。
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里まちの話題山
さん

海
かい

り

　今庄まちなみ情報館（今庄駅舎内）に、故 須﨑英継さん（上新道出
身）より寄贈された鉄道模型が展示されました。この鉄道模型は、須
﨑さんの「趣味で集めた鉄道模型を多くの方々に楽しんでもらいた
い」という想いから生前町に贈られた物です。模型の設置には、須﨑
さんの妻（写真右）裕子さんと、同じ趣味で親交の深かった友人（写
真左）の別所義夫さん（大阪府在住）も携わり無事に設置されました。

福井県を駆け抜けた鉄道たちが集結
鉄道模型展示　11月25日（火）

　町内の小学校５年生を対象に、魚の隠れ場や餌場となる魚
礁の役割を学ぶ学習が行われました。魚礁は、今庄地域で伐
採した間伐材を南条地域で製材加工し、河野地域の沖合に沈
めるといった、町内資源の山から海への循環活用について学
びを深めました。児童達は魚礁を間近に見学しながら、「魚さ
んこんにちは！」など魚礁にメッセージを書き込んでいました。

町内資源の活用を学ぶ
魚礁制作現場見学会　11月25日（火）

　勝山市体育館にて、全国スポーツ少年団剣道交流大会福井
県予選会が開催され、出場した中学校男子個人戦、女子個人戦、
団体戦高学年の部、低学年の部でそれぞれ入賞を果たしました。
　大会での健闘は、日々サポートする指導者や保護者にも大
きな喜びと感動を与える結果で、今後の励みにもなる大会と
なりました。

　今庄そば道場で、新そば収穫感謝祭が開催されました。
会場には、大勢のそば好きの方や家族連れが来場し、打ち
たての新そばの色や風味、味を堪能していました。
　その他にも会場では、今庄の酒蔵の日本酒を河野の海で
熟成させた「河野海底熟成酒」の試飲会も行われ、来場者
はそばだけではなく、地元の味を存分に楽しんでいました。

新そばの季節到来
第33回新そば収穫感謝祭　11月23日（日・祝）

剣道スポーツ少年団の大活躍！
第48回全国スポーツ少年団剣道交流大会福井県予選会　11月16日（日）

　東京オリンピック卓球混合ダブルス金メダリストの水谷隼 氏を招い
た講演会と実技披露が南越前文化会館および南条勤労者体育センター
で開催されました。水谷氏による実技指導では、南越前中学校男女卓
球部とのミニゲームが行われ、部員はラリーを通じてプロの技術を直
接学んでいました。また、酒井明日翔選手とのエキシビションマッチで
は、力強いスマッシュや素早い反応に会場全体が歓声に沸いていました。

金メダリストの技術に触れる
水谷隼さんがやってくる！Wakuwaku 卓球フェス　11月30日（日）

努力の大切さを説く
中垣内祐一氏による講演会および実技指導　11月26日（水）

　元全日本男子バレーボール監督の中垣内祐一氏を招いた講
演会および実技指導が南越前中学校で行われました。中垣内
氏は、「目標を立て、何をどう頑張るか具体化することが大切」
など全校生徒に向け講演しました。また、バレーボール部を
対象とした実技指導では、サーブやレシーブなど基本動作を
確認しながら、部員一人ひとりにアドバイスを送っていました。
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　南越前中学校２年生が職場体験（キャリアチャレンジ
14）で学んだことを報告する発表会が南越前中学校で開催
されました。飲食店で接客を経験した生徒の一人は、「自分
の言葉で説明することの大切さを知った」と体験を振り返り
ながら報告をしていました。発表会には、受け入れを行っ
た事業所の社員や職員も招かれ、熱心に耳を傾けていました。

職場体験で学んだ成果を発表する
キャリアチャレンジ14発表会　12月２日（火）

　12 月 25 日（木）から 28 日（日）に大阪府と兵庫県で開
催の全国都道府県対抗中学バレーボール大会に出場する
（写真左）喜村華さん（今庄）の激励会が行われました。齋
藤教育長から激励を受け、喜村さんは、「これまでの福井県
の最高成績がベスト４であり、それを超えることを目指し
ます」と高い目標を掲げ、大会での活躍を誓っていました。

JOCジュニアオリンピックカップ　
第39回全国都道府県対抗中学バレーボール大会
激励会　12月２日（火）

　福井県ブランド米推進協会が行った、令和７年度いちほ
まれコンテストにおいて、エコ栽培米部門で山腰吉二さん
（宇津尾）、特別栽培米①・有機 JAS 認証部門で小不動勝
史さん（合波）が最高賞に輝き、仲倉町長に受賞を報告しま
した。また、試食会では受賞したお米をおにぎりにし、農業
関係者とともに美味しさを確かめながら味わっていました。

　南越前町と担い手農家の意見交換会が JA 越前たけ
ふ南部支店で行われました。仲倉町長は「国の方針を
踏まえながら、町の基幹産業である農業に対する支援
を考えていきたい」と挨拶をしました。意見交換会に
は、担い手農家 17 名が出席し、獣害対策や耕作放棄
地の活用などについて活発な意見交換が行われました。

農業現場の課題を共有し支援を考える
町長と担い手農家との意見交換会　12月１日（月）

おいしい「おこめ」味わい会
令和7年度いちほまれコンテスト受賞報告＆試食会　12月１日（月）

　今シーズンのオープンを前に、今庄 365 スキー場で安全
祈願祭が行われました。南越前町公共施設管理公社理事長で
ある仲倉町長をはじめ、熊谷町議会議長や来賓、スキー場関
係者など約 30 名が出席し、シーズン中の安全を祈願しまし
た。仲倉町長は、「県内外問わず多くの方がこのスキー場を訪
れ、安全に楽しんでいただきたい」と出席者に向け挨拶しました。

来場者の無事故を祈願して
今庄365スキー場　安全祈願祭　12月３日（水）

JVA第78回全日本バレーボール高等学校選手権大会出場
激励会　12月２日（火）

　１月５日（月）から東京都で開催の全日本バレーボー
ル高等学校選手権大会に出場する、（写真左）代継羽陽さ
ん（上野）の激励会が行われました。福井工業大学附属
福井高等学校でセッターとして活躍している代継さんは、
齋藤教育長から激励を受け、「日本一を目指し全力で頑
張ります」と、大会に向け決意を新たにしていました。
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今庄つるし柿！

　12月３日（水）、つるし柿の出来栄えを審査する品評会が、JA
越前たけふ今庄支店で開催されました。出品されたつるし柿はい
ずれも仕上がりが良く、光沢、乾燥、味覚、形状、連縄の５項目
の審査を経て決定した受賞者８名に表彰状が手渡されました。
【上位受賞者】
福井県知事賞　　　　　　吉羽　三右ヱ門さん（下新道）
南越前町長賞　　　　　　吉羽　壯太郎　さん（下新道）
丹南農林総合事務所長賞　田中　加代子　さん（上新道）

今庄特産つるし柿品評会
　11 月 29 日（土）、450 年続いてき
た伝統の今庄つるし柿が、これから
450 年以上先も続くよう願いを込め
て、リトリートたくらを会場にスカイ
ランタンイベントが開催されました。
参加者が一斉につるし柿を模したラン
タンを打ち上げると、会場は幻想的な
雰囲気に包まれていました。

スカイランタン

　11月 30日（日）、昭和会館において第２回今庄つるし柿フェスタが開催されました。
　会場では、今年出来たばかりの今庄つるし柿をはじめ、つるし柿を使ったスイーツも提供され、大勢のつる
し柿ファンが買い求めていました。今年初めて企画されたつるし柿の皮むき体験では、生産者から道具の使い
方やコツを教わりながら、細やかな作業を学んでいました。
　また、新そばや茶めしなども販売され、来場者は秋の深まった今庄を存分に楽しんでいました。

今庄つるし柿フェスタ

今庄つるし柿の販売 柿の皮むき体験

　伝統ある今庄つるし柿の生産者の発掘と育成を目的に、今庄つるし柿の収穫から燻
いぶし
、梱包までの一連の生産

工程を学ぶ体験会が 11月 15日（土）から 23日（日）まで、22日（土）から 30日（日）までの２クールに分かれ、
リトリートたくらで開催されました。
　町内外から参加した約 30名の方々が、450年以上続く伝統製法に触れ、独特の味わい深いつるし柿を作り
上げていました。出来上がったつるし柿は今庄つるし柿フェスタでお披露目され、多くの来場者が買い求めて
いました。

サポーター体験会

体験会の様子
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民
生
委
員

民
生
委
員
・・児
童
委
員

児
童
委
員

　
12
月
１
日（
月
）南
条
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
、
３
年
に
一
度
の
一
斉
改
選
に

伴
う
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状

交
付
式
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
就
任
さ
れ
た
52
名

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
、
ま
た
、
退
任
さ
れ
た
23
名

の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
専
門
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ
な
ど
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
や
調
整
役

を
担
い
ま
す
。
同
時
に
、
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
な
担
い
手

と
し
て
も
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問合せ　保健福祉課　☎ 0778－47－8007

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
位
置
づ
け

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
特
に
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
い
る
世
帯
へ
の
訪
問
、
相
談
な
ど

に
対
応
し
ま
す
。

　
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
任
務
と
す

る
民
間
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
大
臣
が
委
嘱
し
任
期
は
３
年
で
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　
児
童
福
祉
に
関
す
る
問
題
を
専
門
的
に
担
当
す
る
児
童
委
員
で
、

保
育
所
や
学
校
な
ど
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
担
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
見
守
り
が
必
要
な
家
庭
な
ど
へ
の
援
助
・

協
力
を
児
童
委
員
と
と
も
に
行
い
ま
す
。
任
期
は
厚
生
労
働
大
臣

が
委
嘱
し
た
３
年
間
で
す
。

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
秘
密
を
守
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
人
格
を
尊

重
し
な
が
ら
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

南
越
前
町

～
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
～

主任児童委員
担　当　区　域 氏　　名

南条地区全域 内　藤　惠美子
今庄地区全域 小　林　郁　子
河野地区全域 木　津　尚　美

担　当　地　区 氏　　名

東大道 牧　野　順　子
渡　辺　弥　生

西大道 谷　川　公　成
坂　川　律　子

東谷、清水 楠　　　法　裕
脇本 今　村　ゆみ子
日野 渡　邉　　　徹
嶋、上平吹 嶋　﨑　健　司
鋳物師 杉　本　尚　彦
下牧谷 上　田　光　子
上牧谷 増　 　美和子
上野 岩　倉　光　弘
堂宮、金粕 岩　嵜　正治郎

桜町 勝　茂　俊　宏
竹　 　浩　二

中小屋 茨　田　宣　丸
阿久和 赤　 　達　郎
鯖波、関ヶ鼻 齋　藤　隆　男
上別所、奥野々 藤　木　貴　美
新北府、北府 前　田　　　泉
山王、日吉、天王 山　田　佳　代
稲荷、八幡、旭 山　本　　　修
八乙女、 、社谷 　田　泰　博
久喜、長沢、馬上免 藤　原　綾　子
古木 桶　谷　和　見
上温谷、小倉谷 小　原　祐　子
瀬戸、杉谷、杣木俣 安　 　誠　一
荒目 西　川　由紀子
藤倉、白鬚 田　中　　　裕

担　当　地　区 氏　　名
梅ヶ枝、立石 田　中　典　子
観音、愛宕 村　上　喜代恵
旭、稲荷 鈴　木　佳　子
栄 細　川　則　子
南今庄、下新道 山　内　和　子
上新道、大桐、二ツ屋 髙　野　敬　士
合波、大門、孫谷、板取 寺　﨑　朋　子
荒井、八飯 藤　井　良　浩
宇津尾 奥　田　久美子
橋立、広野 松　田　まゆみ
大谷 川　端　照　美
大良 川　島　藤　枝
河内、菅谷、具谷 谷　口　章　代
赤萩 小　角　美　雪
河野 治　部　 　二
今泉 宮　下　和　美

甲楽城 木　戸　邦　子
酒　井　正　信

糠 橋　詰　優　子
出　村　保　江

民生委員・児童委員　 （敬称略）

あなたの地域の民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します
任期：令和７年 12月１日～令和 10年 11月 30日（３年）
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【
問
い
合
わ
せ
は
直
通
電
話
で
】
役
場
へ
の
電
話
（
☎
と
記
載
）
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
も
ケ
ー
ブ
ル
電
話
も
同
じ
番
号
で
担
当
課
に
直
通
で
つ
な
が
り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
の
み
は
、
℡
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
・
夜
間
窓

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
・
夜
間
窓
口口
（
要
予
約
）

（
要
予
約
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・
受
取
・
更
新
等
の
た
め
の

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
業
務
に
関

す
る
窓
口
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
が
あ
る
時
間
帯
の
み
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時	

【
休
日
】１
月
24
日（
土
）

	
	

午
前
９
時
～
午
後
１
時

	

【
夜
間
】１
月
30
日（
金
）

	
	

午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
30
分

	
	

※
午
後
７
時
15
分
最
終
受
付

開
設
場
所	

町
民
税
務
課（
南
越
前
町
役
場
本
館
１
階
）

予
約
締
切
日	

【
休
日
】１
月
22
日（
木
）

	

【
夜
間
】１
月
29
日（
木
）

■
予
約
・
問
合
せ

　
予
約
締
切
日
ま
で
に
、
お
電
話
ま
た
は

窓
口
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
町
民
税
務
課

　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
１
５

「
農
業
者
年
金

「
農
業
者
年
金
」」に
加
入
し
て

に
加
入
し
て
、、安
心
で
豊
か
な
老
後
を

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が

加
入
で
き
ま
す
。

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
】

積
立
方
式
で
自
分
が
か
け
た
金
額
は
年
金
と
し
て
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。

　
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
死
亡
一
時
金

が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単
位

税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
控
除
の
対
象
で
、
支
払
わ
れ

 
暮
ら
し

る
年
金
に
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
死
亡
一

時
金
は
非
課
税
で
す
。

保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
（
例
）�認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
書
者
等
の
35
歳
未
満
の

方
、
月
額
２
万
円
の
保
険
料
で
１
万
円
の
補
助

■
問
合
せ

　
南
越
前
町
農
業
委
員
会

　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
０
１

 

募
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集    

随随
時
募
時
募
集集

【
公
営
住
宅
】

●
大
鶴
目
住
宅
１
号
棟（
３
戸
）

　
１
０
１・２
０
１・３
０
２
号
室（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
住　
所	

南
越
前
町
今
庄
89

－

４

　
家　
賃	

１
４
、４
０
０
～
２
１
、４
０
０
円

　
入
居
資
格	

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
低
額
所
得
者

4

4

4

4

4

	
・
税
金
お
よ
び
公
共
料
金
の
滞
納
が
無
い
方

【
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
】

●
東
大
道
住
宅（
２
戸
）

　
Ｅ

－

３
号
室
・
Ｅ

－

６
号
室（
１
Ｋ
）

　
住　
所	

南
越
前
町
東
大
道
27

－

13

－

３

　
家　
賃	

２
８
、０
０
０
円

　
入
居
資
格	

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
中
堅
所
得
者

4

4

4

4

4

	

・
40
歳
未
満
で
単
身
者
で
あ
る
方

	

・
税
金
お
よ
び
公
共
料
金
の
滞
納
が
無
い
方

【
定
住
化
促
進
住
宅
】

●
甲
楽
城
定
住
化
促
進
住
宅（
１
戸
）

　
１
０
２
号
室（
１
Ｄ
Ｋ
）

　
住　
所	

南
越
前
町
甲
楽
城
16

－

１

－

20

　
家　
賃	

１
３
、６
０
０
～
１
７
、０
０
０
円

　
入
居
資
格	

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
中
堅
所
得
者

4

4

4

4

4

	

・
単
身
者
で
あ
る
方

	

・
税
金
お
よ
び
公
共
料
金
の
滞
納
が
無
い
方

※�

い
つ
で
も
入
居
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、入
居
条
件
・
応
募
方
法
な
ど
、

詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
建
設
整
備
課

　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
０
３

南
越
前
消
防
団

南
越
前
消
防
団  

団
員
募
集

団
員
募
集

　
消
防
団
と
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
火
災
や
大
規

模
災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
消
火

活
動
や
救
助
活
動
を
行
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
設
置
さ

れ
て
い
る
消
防
機
関
で
す
。

　
地
域
や
家
族
の
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
。

　
入
団
資
格	

・
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

	

・
入
団
時
の
年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

	

・
消
防
団
活
動
に
支
障
の
な
い
方

■
申
込
み
・
問
合
せ

　
南
越
消
防
組
合 

南
消
防
署

　
☎
０
７
７
８

－

45

－

０
１
１
９

　
河
野
分
署

　
☎
０
７
７
８

－

48

－

３
１
１
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
短
信

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
短
信

会
員
募
集
！

　
新
た
な
年
か
ら
私
た
ち
と「
仲
良
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ

く
」一
緒
に
お
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
随
時
、
入
会
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
南
越
前
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
７
８

－

47

－

３
２
１
０

マイナンバーカード
夜間窓口

マイナンバーカード
休日窓口

町営空き
部屋情報

農業者年金基金
ホームページ
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●
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

操
作
方
法
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
を
同

コ
ー
ナ
ー
内「
よ
く
あ
る
質
問
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
あ
る
質
問
▼

●
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ（
確
定
申
告
）

　
電
話
で
ご
相
談
し
た
い
場
合
に
は
、
お
近
く
の
税
務
署

に
お
電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い『
０
』を
選

択
い
た
だ
く
と
、
確
定
申
告
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
、
贈
与
税
に
関
す
る

ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
近
く
の
税
務
署
に
お
電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
案
内

に
従
い『
１
』を
選
択
い
た
だ
く
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
国
税
局
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

【
開
設
期
間
】　
１
月
14
日（
水
）
～
３
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
※
土
日
、
祝
日
を
除
く

【
受
付
時
間
】　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※�

受
付
時
間
外
は
、
ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
相
談
内
容

に
応
じ
、
携
帯
番
号
宛
て
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

　
確
定
申
告
を
提
出
し
た
場
合
は
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」の
適
用
除
外
と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
場
合

に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
金
額
を
寄
附
金
控
除
の
計
算
に

含
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　
武
生
税
務
署　
℡
０
７
７
８

－

22

－

０
８
９
０

令
和
７
年
分

所
得
税・
消
費
税・
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方
へ

武
生
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
！

　
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
方
が
、
期
限
内
に
申
告
・
納

税
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
不
足
す
る
税
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
申
告
と
納
税
の
期
限
〉

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
並
び
に
贈
与
税

�

３
月
16
日（
月
）

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

�

３
月
31
日（
火
）

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
申
告
手
続
が
完
了
す
る「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ 

申
告
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
自
宅
か
ら
の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ 

が
便
利
で
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

申
告
相
談
の
受
付
期
間
と
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

【
受
付
期
間
】	

２
月
16
日（
月
）
～
３
月
16
日（
月
）

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

	

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

　
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

　
　
　
　
友
だ
ち
追
加
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

※�

当
日
分
の
入
場
整
理
券
は
、
申
告
会
場
で
も
配
付
し
て

い
ま
す
が
、
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
な
ど
に
あ
た
っ
て
の
お
問
い
合
わ
せ

●
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

　
所
得
税
等
の
確
定
申
告
で
お
困
り
の
と
き
は
、「
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

●
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
税
務
職
員
ふ
た
ば
）

　
ご
質
問
内
容
を
自
由
に
入
力
、
ま
た
は
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択

し
て
い
た
だ
く
と
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
自
動
で
回
答
し
ま
す
。

税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
税
務
職
員
ふ
た
ば
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
利
用
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

●
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　
国
税
の
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
一
般
的
な
回
答
に
つ

い
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
や
税
金
の
分
野
別
な
ど
の
方
法

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の

　
利
用
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

税務職員
ふたば
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便
利
な「
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付

サ
ー
ビ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

書
類
作
成
や
届
出
印
は
不
要
で
、
手
軽
に
お
手
続
き
が
可

能
で
す
。

利
用
可
能
な
方

福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
福
邦
銀
行
の
い
ず
れ
か
の
銀
行

の
個
人
普
通
口
座
を
お
持
ち
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

所
有
し
て
い
る
方

※�

他
の
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
紙
の
依
頼

書
に
よ
る
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付

サ
ー
ビ
ス
」か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
税
・
料
金

町
県
民
税（
森
林
環
境
税
含
む
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
町
営
住
宅
使

用
料
、
保
育
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
上
下
水
道

使
用
料
、
介
護
保
険
施
設
利
用
料

〈
注
意
事
項
〉

◦�

複
数
の
税
・
料
金
を
お
申
し
込
み
す
る
場
合
は
、
申
し

込
み
を
複
数
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦��

解
約
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
紙
の
依
頼

書
に
よ
る
解
約
申
込
が
必
要
で
す
。

◦�

納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
、
振
り
替
え
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

原
則
、
お
申
し
込
み
の
翌
月
末
の
納
期
限
の
も
の
か
ら

振
替
開
始
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
　
会
計
室　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
１
１ web口座振替

受付サービス

各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン

　
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
！

　
こ
れ
ま
で
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
、
郵
送
な
ど
で
行
っ
て
い

た
証
明
書
な
ど
の
申
請
が
、
１
月
５
日（
月
）か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
手
数
料
、
郵
送
料
の
支
払
い
も
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済（
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、ｄ
払
い
、ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）

が
で
き
ま
す
し
、
申
請
し
た
証
明
書
な
ど
も
後
日
郵
送
で

お
届
け
す
る
た
め
、
来
庁
不
要
で
大
変
便
利
で
す
。

請
求
で
き
る
証
明
書

【
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
】

◦
戸
籍（
全
部
・
個
人
）事
項
証
明
書

◦
除
籍
謄
本
・
抄
本
、
改
製
原
戸
籍
謄
本
・
抄
本

◦
戸
籍
の
附
票
の
写
し

◦
住
民
票
の
写
し

◦
身
分
証
明
書

◦
独
身
証
明
書

【
税
に
関
す
る
証
明
書
】

◦
所
得
・
課
税
証
明
書

◦
納
税
証
明
書（
完
納
証
明
書
）

◦�

固
定
資
産
関
係
証
明
書（
固
定
資
産
証
明
書
、
固
定
資

産
評
価
証
明
書
、
名
寄
帳
）

◦
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）

■
問
合
せ

　
町
民
税
務
課

　
（
住
民
票
・
戸
籍
）　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
１
５

　
（
税
）　　
　
　
　
　
☎
０
７
７
８

－

47

－

８
０
１
４

ス
マ
ホ
で
完
結
！

無 料 相 談
相談名 日時等 場　所 問合せ

結婚相談

1 月 18日（日）
13：00～ 15：00 南条保健福祉センター 当日の相談電話

☎ 0778－47－3767
1 月 15日（木）
13：00～ 15：00 今庄住民センター 当日の相談電話

☎ 0778－45－1111
1 月 15日（木）
13：00～ 15：00 河野住民センター 当日の相談電話

☎ 0778－48－2111

行政相談 1 月 20日（火）9：00～ 11：00
相談委員 	 井上　英之 さん（金粕） 南条保健福祉センター 観光まちづくり課

☎ 0778－47－8013

法律相談
（要予約）

1 月 13日（火）13：00～ 16：00
相談員 	 佐藤　孝一 弁護士 南条保健福祉センター 南越前町社会福祉協議会

☎ 0778－47－3767

南越前町
ホームページ
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南越前
町の風、東京へ。

まちみらいチャレンジ2025 活動経過

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　新年あけましておめでとうございます。地域おこし協力隊の古田です。
　先ず、先月号の特集について、多くの反響をいただき、ありがとう
ございました。たくさんの方々にお声掛けいただき、皆さまが協力隊
の活動や南越前町のこれからを真剣に考えていらっしゃるということ
をひしひしと感じ、私自身、大きな励みになりました。
　さて、少し前のお話になりますが、昨年 11 月は、都市部にて PR

の機会をたくさんいただきました。11月 23日（日・祝）は東京ビッグサイトで開催された移住
フェアに、29日（土）には仲倉町長のご友人にご紹介いただき、大阪の摂南大学で開催されたビ
ジネス交流会に参加してきました。
　東京での移住フェアでは、南越前町や地域おこし協力隊の活動に興味を持ってくださった方
に 2時間近く説明をさせていただき、町の魅力から協力隊活動まで、詳細に
話し込んできました。

　また、大阪でのビジネス交流会では、多くの
企業の方々と接点が生まれました。どなたも、
地方におけるビジネスの可能性に大きな関心を
持たれており「一度、南越前町を訪れて、どの
ような可能性があるのかを実際に見てみたい」といったご意見をいただくなど、都
市部の方々からの地方に対する関心の高さを改めて実感する機会となりました。

　一方で、私としては「誰でもいいから来てほしい」とは考えていません。南越前町に住む皆さまが「来てくれて
よかった」と思えるような方々に来ていただくことが何より大切だと考えています。
　これからもご縁を大切にしながら、引き続き頑張っていきます。本年もどうぞよろしくお願いします。
■問合せ　観光まちづくり課　☎ 0778－47－8013

インスタグラム

東京ビックサイトでの移住フェア

摂南大学でのビジネス交流会

　町では令和５年から「明治大学政治経済学部奥山雅之ゼミナール」と連携協定を締結し、まちみらいチャレン
ジ事業に取り組んでいます。この事業は、学生の「学びの場の確保」、時代に即した柔軟かつ多様な「地域の活性
化につながる挑戦」を支援し、地域に貢献できる人材の育成および地域の活性化を図ることを目的としています。
　今年度、11月 9日（日）には東京都台東区浅草にある地域の暮らしに触れることができるアンテナショップ「ち
いきと」で、今庄つるし柿を題材にしたワークショップイベントが開催されました。同月 30日（日）には、昭和
会館で開催された今庄つるし柿フェスタに明治大学生が携わりました。
ワークショップイベント
　当日は、外国人の方を含む 10名の方が参加し、今庄つるし柿
の歴史や製造工程を紹介する映像の上映、試食会、南越前町に
関するクイズの企画などを通じて町の魅力発信、PRが行われま
した。また、「ちいきと」において、蓮の実入りの生羽二重餅や
今庄そばっこ、黄金の梅ジャムなどの特産品５品を２週間販売
されました。
今庄つるし柿フェスタでの活動
　明治大学生たちは、今庄つるし柿フェスタでの「今庄つるし柿
ちょっぴり体験」ブースの運営に携わりました。当日は、体験希望
者の呼び込みや、受付、誘導などの役割を担い、来場者や今庄つ
るし柿生産者と触れ合いました。実際に南越前町を訪れて、町の
空気を感じ、地域の方々との交流を深める機会となりました。
■問合せ　観光まちづくり課　☎ 0778－47－8013

ワークショップの様子 特産品販売ブース

つるし柿フェスタの様子
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令和７年度 高齢者帯状疱疹予防接種券をお持ちの方へ

接種期限は令和８年３月31日（火）までです
　ワクチンの種類によっては、接種完了までに２か月かかる場合があります。令和７年度対象の方は、お早め
に接種を開始されることをお勧めします。
※令和７年度対象であっても過去に帯状疱疹予防接種を受けている方は、対象となりません。

令和７年度の対象者

65 歳：昭和 35 年４月２日生 ～ 昭和 36 年４月１日生
70 歳：昭和 30 年４月２日生 ～ 昭和 31 年４月１日生
75 歳：昭和 25 年４月２日生 ～ 昭和 26 年４月１日生
80 歳：昭和 20 年４月２日生 ～ 昭和 21 年４月１日生
85 歳：昭和 15 年４月２日生 ～ 昭和 16 年４月１日生
90 歳：昭和 10 年４月２日生 ～ 昭和 11 年４月１日生
95 歳：昭和 5 年４月２日生 ～ 昭和 6 年４月１日生

100 歳：大正 14 年４月２日生 ～ 大正 15 年４月１日生
※令和７年度においては、100 歳以上の方も対象となります。
※対象の方で接種券がお手元にない場合は、保健福祉課までお問合わせください。

接種費用	 ・生ワクチン（乾燥弱毒生水痘ワクチン「ビケン」）	…１回接種 （4,000 円）
	 ・組換えワクチン（シングリックス）　	 …２回接種 （10,000 円 / 回）
実施場所	 ・町内の全ての医療機関で接種可能（要予約）
	 ・福井県内の指定医療機関（医療機関一覧をご確認ください）。
	 ※�指定医療機関外での接種を希望する方は、事前に申請が必要です。
■問合せ　保健福祉課　☎ 0778－47－8007 医療機関一覧

アルツハイマー病治療薬の
「フォローアップ医療機関」に指定されました

今庄診療所からのお知らせ

　アルツハイマー病の新薬「レカネマブ」と「ドナネマブ」の２つの薬による治療が、指定医療機関で開始されて
います。これらは病気の原因物質に働きかけ、進行を抑える国内初承認の薬です。
　今庄診療所では、専門医療機関での初期治療を引き継ぐ、「フォローアップ医療機関」としての指定を受けま
した。専門医療機関での初期治療後、診療所での継続投与を希望される方は、現在の主治医と投与先について
ご相談の上、診療所までお問い合わせください。
■問合せ　今庄診療所　☎ 0778－45－0030

【自立支援医療（精神通院医療）の利用について】
　今庄診療所は、精神障害のために通院による継続的な精神医療を提供する、指定自立支援医療機関（精神
通院医療）の指定を受けています。
　「自立支援医療受給者証（精神通院）」をお持ちの方は、通院時の自己負担割合が原則１割に軽減されます。
受給者証の新規取得や更新等の申請手続きの詳細については、保健福祉課までお問い合わせください。
■問合せ　保健福祉課　☎ 0778－47－8007
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地域包括支援センターです
■問合せ　地域包括支援センター（保健福祉課内）	 ☎ 0778－47－8009
　　　　　社会福祉協議会地域包括支援センター（今庄福祉センター 2階）	☎ 0778－45－1170
　　　　　　　 　　〃　　　　　　  河野支所（河野保健福祉センター１階）	☎ 0778－48－2260

　人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）という言葉をご存知ですか？
　人生会議とは将来の変化に備え、自分が望む医療および介護について、本人を
主体にその家族や近しい人、医療や介護のチームが繰り返し話し合いを重ね、本
人による意思決定を支援する手順（プロセス）のことです。
　しかし、「人生会議」の認知度はまだまだ低いのが現状です。そのため、本人が
望む医療・介護を受けられるように、意思を伝えられる道具の一つとして、「つぐ
み（福井県版エンディングノート）」があります。ぜひ、つぐみを活用して大切な方々
と話し合い、あなたの意思を伝えてみませんか。
　つぐみは、地域包括支援センターに配置しています。お気軽にお問い合せください。

人生会議（ACP）について考えてみませんか。

こんにちは

つぐみ（福井県版エンディングノート）

年金事務所での年金相談・お手続きの際はご予約をお願いします
　日本年金機構では、全国の年金事務所や街角の年金相談センターで年金相談の予約を受付けています。年金
事務所等の窓口で年金請求の手続きや、受給している年金についての相談を希望する方は、ぜひご予約ください。

入力が簡単！マイナンバーカードを利用する
4 4

場合 マイナンバーカードを利用しない
4 4 4

場合

アクセスサイト マイナポータルサイト▶ 年金相談予約サイト▶ 

準備物
●マイナンバーカード
●�カード受け取り時に設定した「利用者証明書用

電子証明書パスワード（数字４桁）」

●�基礎年金番号（基礎年金番号通知書、年金手
帳などを確認）

受付時間 午前８時から午後 11 時 30 分まで（土日祝日を含む）

【電話予約】	０５７０－０５
ゴ
－４

ヨ ヤ ク ヲ
８９０（ナビダイヤル）

	 050 から始まる番号からおかけになる場合は、（東京）03－6631－7521
【受付時間】	月曜日から金曜日まで （平日）午前８時 30分から午後５時 15分まで（土日祝日を除く）
詳しくは日本年金機構ホームページをご覧ください。

■問合せ　武生年金事務所　℡ 0778－23－1126
（自動音声案内「２」の後「２」選択）

　　　　　町民税務課　　　☎ 0778－47－8015

日本年金機構
ホームページ

2025 冬キャンペーン実施中！

　月額利用料 550 円（税込）が   か月無料！�
【期間中に新規加入された方】

キャンペーン期間：2026 年 1 月 31 日（土）のお申込み分まで

電気でつながりサポートは、
みまもり対象となる方宅の
電気使用量を収集・分析し、
日常の活動が確認できない
場合、翌日にみまもる方

（ご家族さま）にメールで
お知らせするサービスです。
カメラ・センサーの設置や
面倒な初期設定が不要で、
月額利用料 550 円（税込）で
気軽に始められます。

お申込みはコチラから

▲こちらは有料広告欄です
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図書館だより

■問合せ　南条図書館  ☎ 0778－47－3819
　　　　　今庄図書館  ☎ 0778－45－8004
　　　　　河野図書館  ☎ 0778－48－2881
https://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/
※ホームページでは、図書の検索・
　予約などができます。

『天上の火焰』
� 遠田潤子／著　集英社　2025 年

　備前焼の窯元の家に生まれた城
じょう
。おだやかで優しい祖父・路

ろ
傍
ぼう

は偉大な人間国宝だった。父・天
てん
河
が
は轆

ろく
轤
ろ
の名手だが、城には冷

たく無関心でさえあり、父である路傍を憎んでもいた。天河との
関係に苦しむ城少年の前で路傍が急逝する。心に闇を抱えた城は
大学進学で家を出るが、天河の病気を理由に祖母に呼び戻される。
ALS の進行と闘いながら天河は家族の秘密と家族、妻への思いを
少しずつ城に語っていく。何故家族がこれほどまでに憎しみあっ
たのか。天河の生涯の最期におとずれる「灯」と城の未来を祈らず
にはいられない。

【小　　説】
夏鶯 赤神　諒
さよならジャバウォック 伊坂　幸太郎
火星の女王 小川　哲
今を春べと 奥田　亜希子
ウロボロスの環 小池　真理子
アトミック・ブレイバー 呉　勝浩
犯人に告ぐ　４ 雫井　脩介
魔法律学校の麗人執事　２ 新川　帆立
フルハウス 堂場　瞬一
少弐 帚木　蓬生
家族 葉真中　顕
高宮麻綾の退職願 城戸川　りょう

【そ の 他】
やりたい !ができるCopilot 本格活用 ユースフル（長内孝平）
見るだけで大開運！絶景×神社 島田　裕巳／監修
自分ですらすらできる確定申告の書き方〔2025〕 渡辺　義則
長生きふくらはぎ 歌島　大輔
見つける・使う野山の薬草 農山漁村文化協会／編
ほったらかしでおいしい！毎日食べたいオーブンレシピ 石原　洋子
発酵でかなえるおもてなし料理 こいけ　かおる
商人の戦国時代 川戸　貴史
大河ドラマべらぼう蔦重栄華乃夢噺　完結編 森下　佳子
ようやくカレッジに行きまして 光浦　靖子
百年の短歌 三枝　昂之
吾も老の花 阿川　佐和子

一般書一般書

【え ほ ん】
からだたんけんれっしゃ　かぜをやっつけろ！ 濵田　真理
ぱ・ぴ・ぷペンタくん 柴田　ケイコ・林　木林
いたいのいたいのとんでいけ とよた　かずひこ
ゆたんぽさんです。 とよた　かずひこ
もぐらけんせつ 長崎　真悟
ひみつのおるすばん 村上　咲月
おばあちゃんのいえはちょっとへんやねん 山﨑　たかし
ふわふわさん 角野　栄子

児童書児童書 【おはなし】
ふしぎながっちゃん　きょうりゅうにあいたい 斉藤　洋
放課後ミステリクラブ　８ 知念　実希人
真昼にも星が光ると知ったのは 梨屋　アリエ
まこちゃんとコトバロボ 村上　しいこ
バイバイ、わたしの９さい！ ヴァレリー・ゼナッティ

【そ の 他】
海のプラスチックごみ調べ大事典 保坂　直紀
おいしいお米をつくりたい！ 谷本　雄治

★このほかにも新着図書はまだまだあります！ぜひ、図書館へお越しください。

◆ ◆ ◆  新着図書案内 ◆ ◆ ◆

ホームページ

図書館からの
お願い。

　雨や雪の日が多い季節となり
ました。図書は、鞄や袋に入れ
て持ち歩きいただき、水濡れに
ご注意をお願いします。
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facebook

人口と世帯（令和7年12月１日現在　（　）は前月比）
総人口：9,254人（－17）㊚4,498人（－13）㊛4,756人（－4）  世帯数：3,319世帯（＋1）
　【内、外国人：110人（＋8）㊚37人（－1）㊛73人（＋9）　外国人世帯数：78世帯（＋7）】

戸 籍 の 窓

南越前町観光連盟では、町内の飲食店やイベント
情報を発信しています。ぜひご覧ください。

開催中！！

　道の駅「南えちぜん山海里」
の屋外公園「さんかいりパーク」
で、今年度もプロジェクションマッ
ピングとイルミネーションが融合
した光の演出「ウィンターナイト
イベント」が開催されています。
　約３万球の電球やプロジェクションマッピングにより、
パーク内が色とりどりに彩られています。光の豪華な演
出をぜひお楽しみください。

場　所 道の駅「南えちぜん山海里」
 さんかいりパーク
期　間 ３月１日（日）まで
時　間 午後５時～午後９時

道の駅「南えちぜん山海里」
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